
国語科　第３学年　　本時の指導計画例
	題材名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	「文章の種類を選んで書こう」　
	文章の種類を選択し，論理の展開などを考えながら文章の構成を工夫することができる。
	　（　２　/　４　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　グループごとに，掲載する記事と文章の種類，紙面作成のポイントを確認する。（報道文，随筆，論説，紹介文，物語等）
	〇読み手を意識して，内容をどのように伝えると効果的か意見を出させ，話し合わせる。
〇文章の種類については，黒板にポイントを記したり，書き出し例を提示したりして具体的なイメージを持たせる。
	
	　

	展
開
	２　修学旅行記の紙面例や「紙面作成のポイント」を確認し，読み手を意識した見出し，図表，イラストをどのように配置するか考える。

３　文章の種類に沿った下書きを書く。

	〇１人１台端末で紙面構成の枠を課題として配付し，文章を作成させる。自由にレイアウトできるようにする。

	[bookmark: _GoBack]【思】記事の内容が効果的に伝わる構成や表現を工夫している。［文書作成ソフト］

	②１人１台端末等を活用し，自分が担当する記事の紙面構成を工夫して書かせる。
③情報を基に，伝えたいことを整理して書かせる。

	ま
と
め
	４　紙面が完成したら，見出しや図表のレイアウトと文章の関係が適切かどうかを確認する。

５　時間があれば読み返して推敲する。

	〇次回は下書きをグループで読み合い，推敲させる。
	【態】適切な文章の種類を選択し，構成を考えて編集し，文章にまとめようとしている。［観察］
	　



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

